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Weekly M&A Review 
2009 年６月 26 日（No.012） 

株式会社エスネットワークス リサーチ室第１部 

 
Ｍ＆Ａに関する最新情報をお送りします。 

【今週号のトピック】 

今週のディールレビュー 

 日本ラッドに対するＴＯＢ（会社側の意見表明） 

 ラオックスのエクイティファイナンス（第三者割当増資・新株予約権の発行）および業務提携 

 日本アジア投資のＡＤＲ手続成立 

 コスモスイニシアのＡＤＲ手続スケジュール変更 

 

Ⅰ．今週のディールレビュー 

１．ＴＯＢ 

（１）日本ラッドに対するＴＯＢ（会社側の意見表明）（６月 23 日） 

日本ラッドに対する同社代表取締役大塚隆一氏によるＴＯＢに関し、会社側が「現時点においては留保」という意見表

明を行った。 

【ＴＯＢ概要】  

公開買付者 大塚隆一氏（ＴＯＢ開始時：日本ラッド代表取締役会長兼社長。現在は非常勤取締役） 

対象 株式会社日本ラッド（ＪＱ＃4736）普通株式 

期間 ６月９日～８月４日（40 営業日） 

価格（プレミアム） 193 円／株 

（発表日前日終値比：＋23.72％、直近１ヵ月単純平均比：＋23.88％、直近３ヵ月単純平均

比：＋25.84％） 

数量 上限：1,100,000 株（24.42％） 

下限：― 

その他 本ＴＯＢは上場廃止を企図しておらず、ＴＯＢ後も上場を維持する予定。 

出所：６月９日付「公開買付届出書」（届出者：大塚隆一氏） 

 大塚隆一氏はＴＯＢ開始時点において、対象会社の 955,230 株（21.20％）を保有（特別関係者を含む）。本ＴＯＢ

が成立すると、最大 2,055,230 株（45.62％）を保有することになる。 

 買付資金については、株式会社モンテブランコ・キャピタルより「融資見込証明書」（融資限度額 2.5 億円）が提出

されている。モンテブランコ・キャピタルは、マザーズ上場のジャパン・デジタル・コンテンツ信託株式会社に出資

をしている投資会社（http://www.tse.or.jp/listing/kanri/data/jdc-090610c.pdf）。 

 日本ラッドの株価は、６月 25 日終値で 182 円（ＴＯＢ発表前日比＋25 円）。ＴＯＢ価格とはまだ 11 円の開きあり。 
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２．ファイナンス 

（１）ラオックスの第三者割当増資・新株予約権の発行および業務提携（６月 25 日） 

ラオックス（東２＃8202）は、中国系企業（蘇寧電器股份有限公司他）への第三者割当増資・新株予約権の発行および

業務提携を発表。 

【第三者割当増資概要】  

割当先 

 

・GRANDA MAGIC LIMITED（蘇寧電器股份有限公司の 100％孫会社でケイマン籍の投資会社） 

・日本観光免税株式会社 

払込予定日 2009 年８月３日 

発行価格および数 12 円／株、125,000,000 株 

（GRANDA MAGIC LIMITED：66,666,667 株、日本観光免税株式会社：58,333,333 株） 

※「有利発行」であり、７月 24 日開催予定の臨時株主総会における承認が発行の前提 

調達総額 15 億円 

資金使途 秋葉原事業強化のための仕入・広告宣伝等の運転資金：11 億円 

優先株償還資金：４億円 

【新株予約権概要】  

割当先 

 

・GRANDA MAGIC LIMITED 

・日本観光免税株式会社 

払込予定日 2009 年８月３日 

発行価格および数 無償 

20,000,000 個（GRANDA MAGIC LIMITED：10,660,000 個、日本観光免税株式会社：9,340,000 個）

※「有利発行にあたる可能性」があるため、７月 24 日開催予定の臨時株主総会における承認

が発行の前提 

※新株予約権１個あたり普通株式１株に転換 

行使価格 20 円／株 

行使期間 2010 年１月 15 日から 2013 年１月 14 日まで（３年間） 

調達総額 ４億円（すべて行使された場合） 

資金使途 秋葉原事業強化のための運転資金 

出所：６月 25 日付ラオックス「蘇寧電器股份有限公司及び日本観光免税株式会社との第三者割当による新株式の発行及び新株予約権発行を含む業務資本提携に関するお知らせ」 

ショート・コメント 

 中国系企業によるラオックスへの出資。今回の業務資本提携により、両社共同による仕入体制の確立・ＰＢ商品の開

発を行うとのこと。 

 本ファイナンスに応じる２社は、別途つなぎ資金として約３億円を準備。 

 新株予約権がすべて行使された場合、本ファイナンスに応じる２社のラオックスに対する持株比率は 55％まで上昇す

る予定。 

 ラオックスの株価は、６月 25 日終値で 124 円。本ファイナンス報道がされた前日（６月 17 日）比で＋88 円と急騰。 
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３．再生その他 

（１）日本アジア投資のＡＤＲ手続成立（６月 24 日） 

日本アジア投資は、全取引金融機関から事業再生計画について同意を取得し、ＡＤＲ手続が成立したと発表した。 

【ＡＤＲ概要】  

申請会社 日本アジア投資株式会社（東１＃8518） 

対象となる債務の

総額 

約 398 億円 

（対象会社の 2009 年３月期末の借入金・社債残高（ＣＢ、リース除く）は約 408 億円であり、有

利子負債の大半が対象になるものとみられる） 

内容 返済スケジュールの変更（リスケジュール）。 

債務免除・ＤＥＳ・金利減免は再生計画には含まれない。 

出所：６月 24日付日本アジア投資「事業再生ＡＤＲ手続成立のお知らせ」 

ショート・コメント 

 日本アジア投資は５月 13 日にＡＤＲ手続利用のリリースを行っていたが、約１か月での早期成立となった。 

（５月 13 日のリリース：http://www.jaic-vc.co.jp/jp/release/pdf/2009/090513.pdf） 

 経営者責任としては、役員数の大幅減員・新任代表取締役社長の３ヶ月間無報酬とされている。なお、株主責任は

問われない見込み。 

 日本アジア投資の株価は、６月 25 日終値で 84 円（発表前日比＋11 円）。市場はＡＤＲ成立を好感か。 

 

（２）コスモスイニシアのＡＤＲ手続スケジュール変更（６月 25 日） 

コスモスイニシアは、４月 28 日に発表したＡＤＲ手続きについて、スケジュールの変更を発表した。 

【スケジュール】※赤字下線部が今回の変更・追加点。 

６月 25 日：第２回債権者会議（経過報告・第２回債権者会議の続会に関する決議） 

７月 24 日：第２回債権者会議の続会（事業再生計画案の協議） 

第３回債権者会議（第３回債権者会議の続会に関する決議・一時停止期間の延長に関する承認） 

８月下旬～９月下旬予定：第３回債権者会議の続会（事業再生計画案の決議） 

出所：６月 25日付コスモスイニシア「事業再生ＡＤＲ手続のスケジュール変更に関するお知らせ」 

ショート・コメント 

 当初の予定の７月 24 日の再生計画案可決が、１～２カ月延伸。債権者との交渉・調整が長引いている様子。 

 コスモスイニシアの株価は、６月 25 日終値で 58 円（発表前日終値比＋１円）。 

 

【本レポートに関するお問い合わせ先】 

株式会社エスネットワークス リサーチ室第１部 公認会計士 高桑 昌也 

Tel 03-5573-4661 / m-takakuwa@esnet.co.jp 

 


